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(4) 地震・津波対策 1 

平成 5年（1993 年）7月に発生した北海道南西沖地震では、津波を伴う大規模な地震2 

によって北海道南西部に壊滅的な被害が発生した。また、平成 30 年（2018 年）北海道3 

胆振東部地震では最大の被災地厚真町で震度 7 を観測し、土砂災害による甚大な被害が4 

発生したほか、北海道内の大規模停電（ブラックアウト）により住民生活や経済活動に5 

大きな支障が生じた。 6 

地震・津波が発生した場合に対応するため、供用期間中に発生する確率が高い地震動7 

及び現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ地震動に対し、保持すべき8 

性能を確保するため、河川管理施設の耐震性能照査を実施のうえ、必要な耐震対策を実9 

施する。また、地震により被害が発生した場合には、迅速に機能の回復を図る。 10 

さらに、津波が発生した場合、河川を遡上する津波による河川利用者の被災、樋門か11 

らの逆流等による周辺地域における浸水被害の発生が想定される。このため、津波の河12 

川遡上時の的確な樋門操作を実施するために、樋門操作の自動化・遠隔化を図る。 13 

 14 

2-1-2河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 15 

既設の美利河ダムの効率的な運用を図り、かんがい用水の補給及び発電を含む流水の16 

正常な機能の維持を行う。 17 

このことにより、流水の正常な機能を維持するために必要な流量として、今金地点に18 

おいて概ね3ｍ3/sを確保することを目標に、各種用水の安定供給、動植物の生息・生育・19 

繁殖環境の保全等に努める。 20 

 21 

2-1-3河川環境の整備と保全に関する事項 22 

(1) 河畔林の保全、多様な水辺環境の創出 23 

後志利別川には、ヤナギ高木林や落葉広葉樹などの樹林帯のほか草地や自然裸地も広24 

く分布し、水際部には連続した瀬・淵が見られ、多様な動植物の生息・生育の場となっ25 

ている。 26 

一方、河畔林が洪水の安全な流下等に支障を及ぼさないよう治水面との整合を図りつ27 

つ、これらの機能の保全を考慮した河川の整備及び管理が必要である。 28 

このため、河道掘削にあたっては瀬・淵等の水域の環境を保全するとともに、草本お29 

よび自然裸地の回復に努め、洪水の安全な流下に支障とならない範囲で樹木を保全し、30 

動植物の多様な生息環境に配慮する。 31 

なお、新たな自然環境の変化により、動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・32 

創出の必要性が生じた場合は、自然再生計画を策定し、取組を行う。 33 

さらに、特定外来生物等の新たな侵入や分布拡大防止のため、河川環境に関する情報34 

を収集するとともに適切にモニタリングし、地域と連携しながら拡大防止に努める。 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 

 50 

(4) 地震・津波対策 1 

平成 5年（1993 年）7月に発生した北海道南西沖地震では、津波を伴う大規模な地震2 

によって北海道南西部に壊滅的な被害が発生した。また、平成 30 年（2018 年）北海道3 

胆振東部地震では最大の被災地厚真町で震度 7 を観測し、土砂災害による甚大な被害が4 

発生したほか、北海道内の大規模停電（ブラックアウト）により住民生活や経済活動に5 

大きな支障が生じた。 6 

地震・津波が発生した場合に対応するため、供用期間中に発生する確率が高い地震動7 

及び現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ地震動に対し、保持すべき8 

性能を確保するため、河川管理施設の耐震性能照査を実施のうえ、必要な耐震対策を実9 

施する。また、地震により被害が発生した場合には、迅速に機能の回復を図る。 10 

さらに、津波が発生した場合、河川を遡上する津波による河川利用者の被災、樋門か11 

らの逆流等による周辺地域における浸水被害の発生が想定される。このため、津波の河12 

川遡上時に、河川利用者や地域住民、関係自治体への迅速な情報提供の検討を行うとと13 

もに、自動化・遠隔化等により的確な樋門操作を実施する。 14 

 15 

2-1-2河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 16 

既設の美利河ダムの効率的な運用を図り、かんがい用水の補給及び発電を含む流水の17 

正常な機能の維持を行う。 18 

このことにより、流水の正常な機能を維持するために必要な流量として、今金地点に19 

おいて概ね3ｍ3/sを確保することを目標に、各種用水の安定供給、動植物の生息・生育・20 

繁殖環境の保全等に努める。 21 

 22 

2-1-3河川環境の整備と保全に関する事項 23 

(1) 河畔林の保全、多様な水辺環境の創出 24 

後志利別川には、ヤナギ高木林や落葉広葉樹などの樹林帯のほか草地や自然裸地も広25 

く分布し、水際部には連続した瀬・淵が見られ、多様な動植物の生息・生育・繁殖の場26 

となっている。 27 

一方、河畔林が洪水の安全な流下等に支障を及ぼさないよう治水面との整合を図りつ28 

つ、これらの機能の保全を考慮した河川の整備及び管理が必要である。 29 

このため、河道掘削にあたっては瀬・淵等の水域の環境を保全するとともに、草本お30 

よび自然裸地の回復に努め、洪水の安全な流下に支障とならない範囲で樹木を保全し、31 

動植物の多様な生息環境の保全・創出を図る。 32 

なお、新たな自然環境の変化により、動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・33 

創出の必要性が生じた場合は、自然再生計画を策定し、取組を行う。 34 

さらに、特定外来生物等の新たな侵入や分布拡大防止のため、河川環境に関する情報35 

を収集するとともに適切にモニタリングし、地域と連携しながら拡大防止に努める。 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

後志利別川水系河川整備計画（令和5年変更＜原案＞） 後志利別川水系河川整備計画（令和5年変更＜案＞）






















































